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ら
三
八
年
ま
で
の
月
別
の
入
場
者
数
を
見

る
と
、
不
買
争
議
が
あ
っ
た
三
六
年
九
月
・

一
〇
月
が
飛
び
抜
け
て
多
い
。
他
の
年
は
、

多
い
月
で
も
一
〇
万
人
を
越
え
て
い
な
い
の

に
対
し
、
こ
の
両
月
は
一
〇
万
九
〇
〇
〇
と

一
〇
万
七
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
不
買

争
議
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年

は
一
月
二
月
の
落
ち
込
み
が
他
の
年
よ
り
も

大
き
い
の
で
、
年
合
計
（
月
平
均
）
で
は
違

い
が
余
り
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
月
別
で
見

る
と
は
っ
き
り
と
影
響
が
伺
え
る
。
な
お
、

新
聞
記
事
で
は
、
争
議
の
最
初
の
頃
に
は
、

一
日
当
た
り
二
〇
〇
〇
人
増
、
平
均
八
〇
〇

人
が
東
京
か
ら
買
い
出
し
に
訪
れ
た
と
し
て

い
る
が
、
統
計
を
見
る
と
、
九
月
中
で
約

一
万
五
〇
〇
〇
人
増
な
の
で
、
五
〇
〇
人
強

平
均
と
な
る
。

次
に
ト
ラ
ッ
ク
の
入
場
台
数
を
見
る
と
、

入
場
者
数
以
上
に
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
市
内
の
買
出
人
の
場
合

は
、
リ
ヤ
カ
ー
、
市
電
、
タ
ク
シ
ー
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
遠
方
の
も
の
が
ト
ラ
ッ

ク
を
使
用
し
て
い
た
が
、
東
京
方
面
か
ら
は

ト
ラ
ッ
ク
が
主
で
あ
っ
た
の
で
、
通
常
は

一
五
〇
〇
台
か
ら
二
〇
〇
〇
台
程
度
で
あ
っ

た
も
の
が
、
九
月
に
は
四
八
〇
〇
台
、
一
〇

月
に
は
三
五
〇
〇
台
と
二
倍
以
上
と
な
っ

た
。
入
荷
増
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
増
加
も
あ

る
が
、
圧
倒
的
に
東
京
方
面
か
ら
の
買
出
人

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
図
2
か
ら
売
上
高
を
見
る
と
、
数
量

で
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
一
〇
・ 

一
一
月
と
三
八
年
一
一
月
に
二
〇
〇
〇
ト
ン

を
超
え
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
ほ
ぼ
一
〇
〇 

〇
〜
一
五
〇
〇
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
し
か
し
、
不
買
争
議
が
あ
っ
た
三
六
年

九
月
・
一
〇
月
に
は
、
二
五
〇
〇
ト
ン
を
超

え
、
一
〇
月
は
二
九
〇
〇
ト
ン
弱
ま
で
増
加

し
て
い
る
。
不
買
争
議
が
中
旬
で
終
わ
っ
た

一
〇
月
の
方
が
九
月
よ
り
多
い
の
は
、
通
常

で
も
一
〇
月
の
方
が
多
い
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。
金
額
ベ
ー
ス
で
見
て
も
、
三
六
年

九
・
一
〇
月
は
突
出
し
て
い
る
。
先
の
新
聞

記
事
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
統
計
で
見
て
も
、

九
月
は
鮮
魚
五
三
万
五
八
二
七
円
、
塩
干
魚

一
四
万
三
八
五
五
円
、
計
六
七
万
九
六
八
二

円
、
一
〇
月
は
鮮
魚
五
一
万
四
七
〇
二
円
、 

塩
干
魚
一
五
万
九
二
八
七
円
、
計
六
七
万
三 

九
八
九
円
を
記
録
し
て
い
る
（
図
示
は
鮮
魚

の
み
）。

そ
の
他
に
、
先
述
の
「
北
海
道
の
生
鮭
に

食
傷
し
さ
う
」
の
サ
ケ
に
つ
い
て
も
見
て
み

よ
う
。
数
量
で
見
る
と
、
三
六
年
九
月
に
は

前
月
か
ら
倍
増
し
、
一
〇
月
に
は
半
分
以
下

に
減
少
し
て
い
る
。
月
単
位
で
見
て
も
同
年

九
月
は
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
翌
年
以
降
に
な
る
と
七
〜
九
月
頃
に
急

増
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
荷
側
の
情
勢
の

変
化
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
こ
れ
だ
け
で
は

何
と
も
言
え
な
い
が
、
三
六
年
を
契
機
と
し 

て
入
荷
ル
ー
ト
が
出
来
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

横
浜
市
の
中
央
卸
売
市
場
開
設
前
に
、「
当

業
者
」
の
中
に
は
「
東
京
に
先
立
つ
危
険
」

を
主
張
す
る
も
の
も
い
た
（「
中
央
市
場
開

業
と
当
業
者
の
希
望
」『
大
横
浜
』
二
五
─

三
、一
九
三
〇
年
）。
相
場
の
開
示
、
品
種
数

量
等
の
予
告
に
よ
り
「
虚
々
実
々
の
商
戦
を

展
開
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
の
で
、
横
浜

の
相
場
が
高
い
と
見
れ
ば
品
物
が
殺
到
し
、

安
い
と
見
れ
ば
横
浜
へ
出
さ
な
い
よ
う
に
な

り
、商
売
が
「
遣
り
悪
く
」
な
り
、「
十
数
倍
」

の
東
京
側
に
攪
乱
さ
れ
た
ら
、「
惨
め
は
蓋

し
想
像
に
難
く
な
い
」
と
し
て
い
た
。

開
設
当
初
の
入
場
者
の
多
さ
は
、
こ
の
よ

う
な
東
京
側
か
ら
の
買
出
人
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
後
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
一

年
程
で
入
場
者
数
な
ど
が
落
ち
着
い
た
よ
う

に
見
え
、
通
常
の
流
れ
が
出
来
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
東
京
側
で
何
か
事
が
起
き
た

場
合
に
は
、
こ
の
不
買
争
議
の
時
の
よ
う
に

大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
、
巨
大
都
市
東

京
に
隣
接
し
て
い
る
横
浜
市
と
し
て
致
し
方

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

『
卸
売
市
場
制
度
五
十
年
史
』
第
一
巻
、
第
二
巻

（
一
九
七
九
年
）、『
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
三
十
年

史
』（
一
九
六
一
年
）。

※
な
お
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
横
貿
、『
読
売
新
聞
』

（
神
奈
川
読
売
）
は
読
売
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
東

京
朝
日
神
奈
川
附
録
）
は
東
朝
、『
東
京
日
日
新

聞
』
は
東
日
、『
報
知
新
聞
』
は
報
知
と
そ
れ
ぞ

れ
略
す
。
一
部
（
東
日
・
報
知
）
は
神
戸
大
学
附

属
図
書
館
新
聞
記
事
文
庫
（http

：//w
w

w
.lib.

kobe-u.ac.jp/sinbun/index.htm
l

）を
利
用
し
た
。

（
百
瀬
敏
夫
）

一
、
「
青
い
目
の
人
形
」

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
一
四
日
、

開
港
記
念
横
浜
会
館
に
お
い
て
ミ
ネ
ッ
ト
・

B
・
ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会
が
催
さ
れ
、
横

浜
市
内
の
児
童
や
園
児
と
共
に
、
小
学
校

や
幼
稚
園
に
贈
ら
れ
た
「
青
い
目
の
人
形
」

六
三
体
が
集
め
ら
れ
た
。
今
回
は
横
浜
市
史

資
料
所
蔵
の
写
真
資
料
か
ら
そ
の
歓
迎
会
の

様
子
を
紹
介
し
た
い
。

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
五
月
、
ア
メ

リ
カ
連
邦
議
会
に
お
い
て
「
排
日
移
民
法
」

が
可
決
さ
れ
る
と
、
日
米
の
関
係
は
悪
化

し
、
横
浜
で
も
対
米
問
題
県
民
大
会
が
催
さ

れ
る
な
ど
反
米
感
情
は
高
ま
っ
た
（『
横
浜

毎
朝
新
報
』
一
九
二
四
年
七
月
三
日
）。

そ
う
し
た
状
況
を
危
惧
し
た
親
日
家
牧
師

の
シ
ド
ニ
ー
・
L
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士

は
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
と
図
り
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
人
形
を
贈
呈
す

る
こ
と
で
若
い
世
代
の
友
情
を
育
も
う
と
し

た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士 

は
自
ら
が
事
務
局
長
を
務
め
る
世
界
児
童
親

善
会
を
通
じ
て
人
形
の
収
集
を
開
始
、
一
九 

二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
秋
に
は
全
米
に
む

け
て
日
本
へ
の
「
人
形
計
画
」
を
発
表
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
や
青
少

年
団
体
、
P
T
A
連
合
会
な
ど
は
賛
意
を
示 

し
、
全
米
か
ら
一
二
七
三
九
体
の
人
形
が
集 

ま
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
一 

月
以
降
、
横
浜
港
や
神
戸
港
に
到
着
し
た
客

船
か
ら
次
々
と
「
青
い
目
の
人
形
」
が
上
陸
、

各
種
歓
迎
行
事
を
経
て
、
全
国
の
小
学
校
や

幼
稚
園
へ
届
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

横
浜
市
で
は
、
三
月
一
八
日
に
係
留
中
の

天
洋
丸
に
お
い
て
全
米
と
四
八
州
を
代
表
す

る
人
形
の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
後
、
本
牧
尋

常
小
学
校
の
大
講
堂
で
そ
れ
ら
の
人
形
と
横

浜
市
内
の
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ
る
五
二
体
の

人
形
の
歓
迎
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
（『
横
浜

貿
易
新
報
』
一
九
二
七
年
三
月
一
九
日
）。

人
形
愛
好
家
で
あ
る
ム
ー
ア
女
史
は
そ
う

し
た
「
人
形
計
画
」
に
尽
力
し
た
一
人
で
あ 

っ
た
。
当
時
、
東
京
科
学
博
物
館
に
飾
ら
れ

て
い
た
親
善
人
形
「
ミ
ス
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
」
は
ム
ー
ア
女
史
が
送
っ
た
も
の
で
、

そ
の
人
形
は
姪
の
バ
ー
バ
ラ
が
可
愛
が
っ

て
い
た
一
体
だ
っ
た
。
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
、
バ
ー
バ
ラ
を
亡
く
し
た
ム
ー
ア
女

史
は
、
形
見
と
な
っ
た
人
形
に
一
目
会
う
た

め
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
に
来

日
、
そ
の
後
、
約
二
年
間
に
亘
っ
て
日
本
各

地
の
「
青
い
目
の
人
形
」
を
修
理
し
て
回
っ

写
真
で
見
る
昭
和
の
横
浜
③

ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会

歓迎会の会場となった開港記念横浜会館の講堂　1934（昭和9）年3月14日　横浜小学校文庫　横浜市史資料室所蔵

ムーア女史（写真右側）と通訳を務めた野村洋三（写真左側）
横浜小学校文庫　横浜市史資料室所蔵

1004705市史通信no9.indd   11 10.11.16   4:57:27 PM
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た
。
ま
さ
に
「
青
い
目
の
人
形
」
に
と
っ
て

ム
ー
ア
女
史
は
「
母
親
」
と
い
う
べ
き
存
在

で
あ
っ
た
。

二
、
歓
迎
会
の
準
備

一
九
三
四
年
三
月
初
旬
、
横
浜
市
は
横
浜

へ
や
っ
て
来
る
ム
ー
ア
女
史
を
歓
迎
す
る
た

め
、
市
内
に
所
在
す
る
「
青
い
目
の
人
形
」

と
ム
ー
ア
女
史
と
の
対
面
会
を
企
画
す
る
。

三
月
七
日
、
大
西
一
郎
横
浜
市
長
は
市
内
の 

小
学
校
長
に
宛
て
、「
ム
ー
ア
女
史
歓
迎
ノ 

件
」（
教
発
第
一
四
八
号
）
を
発
し
、教
員
及 

び
児
童
の
参
加
と
人
形
の
持
参
を
求
め
た
。

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
『
昭
和
八
年
度 

公
文
書
綴　

元
街
小
学
校
』（
元
街
小
学
校
資

料
）
か
ら
計
画
の
概
要
を
確
認
す
る
と
、
各 

学
校
に
は
、
当
日
参
加
す
る
女
子
児
童
や
教 

員
の
数
が
指
定
さ
れ
、
元
街
尋
常
小
学
校
で 

は
、
女
子
児
童
五
〇
人
、
付
添
教
員
二
人
が 

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
日
の 

注
意
と
し
て
以
下
の
六
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

1
、
人
形
ハ
箱
ノ
マ
マ
持
参
ノ
コ
ト

2
、
日
本
人
形
同
伴
ノ
コ
ト
（
便
宜
御
配

慮
願
ヒ
タ
シ
）

3
、
着
衣
ノ
見
苦
シ
キ
モ
ノ
ハ
着
更
ヘ
シ

ム
ル
コ
ト
（
便
宜
和
服
ヲ
着
用
セ
シ

ム
ル
モ
可
ナ
リ
）

4
、
参
加
児
童
ノ
服
装
ハ
平
生
ノ
マ
ヽ
ニ

テ
可
ナ
ル
モ
、
日
米
人
形
抱
持
者
ハ

見
苦
シ
カ
ラ
ヌ
程
度
ニ
留
意
ノ
コ
ト

5
、
人
形
ハ
十
七
日
迄
借
用
致
度
キ
ニ
付

所
属
校
（
園
）
名
ヲ
適
宜
ノ
箇
所
ニ

明
記
ノ
コ
ト

十
九
日
返
却
ノ
予
定
ニ
付
当
日
午
前

中
ニ
市
役
所
ニ
テ
受
領
セ
ラ
レ
度
コ
ト

6
、
毀
損
ノ
人
形
持
参
ハ
遠
慮
セ
ラ
レ
度

ニ
ツ
キ
予
メ
教
育
課
ニ
報
告
セ
ラ
レ

タ
キ
コ
ト

以
上
の
よ
う
に
、「
青
い
目
の
人
形
」
の

持
参
と
と
も
に
、
日
本
人
形
の
持
参
も
小
学

校
に
求
め
ら
れ
た
。
写
真
に
写
る
壇
上
右
手

の
日
本
人
形
は
各
小
学
校
や
幼
稚
園
か
ら
持

参
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

歓
迎
会
当
日
の
一
九
三
四
年
三
月
一
四

日
、
女
子
児
童
た
ち
は
開
会
三
〇
分
前
の

一
三
時
三
〇
分
ま
で
に
入
場
し
、
式
典
の
開

始
を
待
っ
た
。
開
港
記
念
横
浜
会
館
ホ
ー
ル

の
正
面
壇
上
に
は
、
赤
絨
毯
を
敷
い
た
雛
壇

が
築
か
れ
、
そ
の
周
囲
は
金
屏
風
や
生
花
で

飾
り
付
け
が
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
内
に

は
日
米
両
国
の
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
日
米
の

親
善
を
演
出
し
た
。
参
列
者
は
女
子
児
童
・

園
児
の
他
、
大
西
市
長
や
村
山
沼
一
郎
・
大

岡
大
三
助
役
、「
青
い
目
の
人
形
」
を
迎
え

た
一
九
二
七
年
当
時
の
市
長
で
あ
っ
た
有

吉
忠
一
横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
、
さ
ら
に

R
・
F
・
ボ
ー
イ
ス
在
横
浜
ア
メ
リ
カ
領
事

な
ど
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
。
会
場
は
約

八
〇
〇
人
の
参
加
者
で
溢
れ
か
え
っ
た
。

三
、
歓
迎
会
の
進
行

一
四
時
、「
人
形
を
迎
へ
る
歌
」
の
合
唱
と

と
も
に
、
ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会
が
始
ま
っ 

た
。
壇
上
に
は
英
語
に
堪
能
な
野
村
洋
三
商

工
会
議
所
議
員
が
立
ち
、
ム
ー
ア
女
史
の
言

葉
を
児
童
た
ち
に
解
る
よ
う
翻
訳
し
た
。

事
前
に
指
定
さ
れ
た
各
小
学
校
・
幼
稚
園

の
代
表
者
二
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
青
い
目
の
人

形
」
を
抱
え
て
登
壇
し
、
ム
ー
ア
女
史
に
手

渡
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
人
形
を
受
け
取
っ

た
ム
ー
ア
女
史
は
一
体
一
体
を
我
が
子
の
よ

う
に
愛
撫
し
な
が
ら
雛
壇
に
並
べ
て
い
く
。 

そ
の
様
子
を
見
た
横
浜
尋
常
小
学
校
の
引
率 

教
員
は
、「
七
年
余
も
経
た
る
今
、
異
郷
に
て

の
再
会
と
い
っ
た
や
う
な
な
つ
か
し
さ
の
あ 

ふ
れ
た
る
女
史
の
表
情
に
は
参
列
者
一
同
が 

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
感
想
を
残
し 

て
い
る
（
鈴
木
六
郎
編
『
学
之
友
』
第
一
〇 

三
号
、
横
浜
小
学
校
児
童
保
護
者
会
、
一
九 

三
四
年
九
月
、
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
）。

市
内
所
在
の
「
青
い
目
の
人
形
」
六
三
体

が
す
べ
て
雛
壇
に
揃
う
と
、
大
西
市
長
は
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の

意
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ム
ー
ア
女
史

は
喜
び
の
言
葉
と
笑
顔
で
応
え
た
。
続
い
て

有
吉
前
市
長
や
ボ
ー
イ
ス
領
事
も
歓
び
の
言

葉
を
述
べ
、
日
米
の
友
好
を
相
互
に
確
認
し

あ
っ
た
。
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ
人
形
歓
迎
記

念
映
画
」
が
上
映
さ
れ
た
後
、
式
典
は
一
七

時
に
散
会
、
児
童
や
園
児
は
各
々
の
学
校
や

幼
稚
園
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

ム
ー
ア
女
史
の
歓
迎
会
は
人
形
を
通
じ
た

日
米
親
善
を
思
い
起
こ
す
場
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
日
米
の
対
立
は
中
国
問
題
を
巡
っ
て

さ
ら
に
深
ま
り
、「
青
い
目
の
人
形
」
は
敵

性
人
形
と
し
て
次
々
と
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
ム
ー
ア
女
史
の

歓
迎
会
は
市
内
の
「
青
い
目
の
人
形
」
が
集

合
し
た
最
初
で
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。

【
主
要
参
考
文
献
・
資
料
】
横
浜
人
形
の
家
編

『
青
い
目
の
人
形
に
は
じ
ま
る
人
形
交
流
』（
同
、

一
九
九
一
年
）
／
武
田
英
子
『
人
形
た
ち
の
懸
け

橋
―
日
米
親
善
人
形
た
ち
の
二
十
世
紀
―
』（
小
学

館
、
一
九
九
八
年
）
／
五
百
頭
真
編
『
日
米
関
係

史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
／
『
読
売
新
聞
』・

『
東
京
朝
日
新
聞
』・『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
三
四

年
三
月
一
四
日
付
記
事�

（
吉
田
律
人
）

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

最
初
に
現
存
す
る
歴
史
資
料
か
ら
二
つ
の
市

役
所
の
活
動
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
資
料
室
所
蔵
の
鮫
島
茂
家
文
書
の
中
に

は
、
東
京
市
河
港
課
の
作
成
し
た
「
震
火
災

の
一
週
年
を
迎
か
ひ
て
」
と
い
う
資
料
が
存

在
す
る
。
こ
の
資
料
は
震
災
一
周
年
を
契
機

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
市
の
罫
紙
に

震
災
当
時
の
河
港
課
の
活
動
が
ペ
ン
書
き
で

記
さ
れ
て
い
る
。
罫
紙
は
全
部
で
三
〇
枚
、

筆
書
き
の
表
紙
を
先
頭
に
紙
紐
で
綴
じ
ら

れ
、
各
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
は
番
号
が
付
し
て

あ
る
。
ま
た
、
表
紙
の
右
上
に
「
訂
正
済
」

の
記
入
が
あ
る
点
や
、
内
容
に
修
正
が
加
え

ら
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
清
書
前
の
下
書
き

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
修
正
を
加
え
た
の
は
、
当
時
、

河
港
課
長
で
あ
っ
た
丹
羽
鋤
彦
で
あ
ろ
う
。

丹
羽
は
鮫
島
の
岳
父
で
、
大
蔵
省
の
技
師
と

し
て
横
浜
港
の
整
備
を
担
っ
て
い
た
が
、
一 

九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
大
蔵
省
を
辞
し
、

東
京
市
の
道
路
局
長
兼
河
港
課
長
に
就
任
し

た
。鮫
島
茂
家
文
書
に
は
、

丹
羽
に
関
す
る
資
料
も
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
震
災

関
係
で
は
、
本
資
料
以
外

に
も
参
与
と
し
て
関
わ
っ

た
帝
都
復
興
会
関
連
の
資

料
が
あ
る
。

さ
て
、「
震
火
災
の
一

週
年
を
迎
か
ひ
て
」
の
中

身
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。冒
頭
の
書
き
出
し
は
、

「
大
正
十
貮
年
九
月
一
日

午
前
十
一
時
五
十
八
分
‼
吾
々
ノ
印
象
ハ
猶

ホ
昨
日
ノ
如
ク
ダ
ガ
最
早
一
週
年
ヲ
迎
フ
ル

ノ
ダ
我
市
役
所
ハ
府
庁
ト
共
ニ
其
ノ
震
害
ト

火
災
カ
ラ
免
レ
タ
、
程
近
イ
電
気
協
会
、
警

視
庁
方
面
ニ
見
ユ
ル
火
焔
ハ
今
内
務
省
ヲ
焼

落
シ
ツ
ア
ル
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
」
と
、
震
災

直
後
の
状
況
か
ら
始
ま
り
、
九
月
一
日
の
東

京
市
役
所
の
活
動
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
市
庁
舎
は
東
京
府
庁
舎
と
同
じ
建

物
で
、
麹
町
区
有
楽
町
二
丁
目
に
所
在
し
て

い
た
。
横
浜
市
庁
舎
と
同
様
に
、
東
京
市
庁

舎
も
震
動
に
耐
え
、
救
療
活
動
の
拠
点
と
な 

っ
た
が
、「
ソ
レ
避
難
民
、
ソ
レ
負
傷
者
、
ソ 

レ
死
人
ト
夫
々
担
任
係
人
ノ
指
示
ヲ
モ
待
チ

得
ス
シ
テ
構
内
ヘ
ト
流
入
ス
ル
混
雑
ハ
混
乱

ニ
替
リ
最
高
幹
部
ノ
推
挙
ス
ラ
保
持
ス
ル
ハ

中
々
容
易
デ
ナ
イ
」
と
、
市
庁
舎
は
混
乱
を

極
め
た
。
東
京
市
長
の
永
田
秀
次
郎
の
回
想

に
依
れ
ば
、
午
後
二
時
か
ら
午
後
三
時
の
間 

に
非
常
災
害
処
務
規
程
を
適
用
し
、
臨
時
に

丹
羽
を
工
務
部
長
に
指
定
し
た
と
い
う（『
青

嵐
随
筆
』
敬
文
館
書
店
、
一
九
二
四
年
）。

同
資
料
は
震
災
直
後
の
状
況
を
ま
と
め
た

上
で
、
河
港
課
の
日
誌
か
ら
項
目
ご
と
に
同

課
の
活
動
を
記
し
て
い
る
。

物
資
ノ
蒐
集

避
難
民
ノ
救
助
ト
輸
送

月
島
勝
鬨
渡
船
ノ
活
動

芝
浦
其
ノ
他
ニ
於
ケ
ル
物
資
揚
陸

水
陸
交
通
ノ
応
急
施
設
作
業

大
川
以
西
ニ
於
ケ
ル
斡
旋

大
川
以
東
ニ
於
ケ
ル
斡
旋

�

市
内
河
川
障
碍
物
除
去
ニ
伴
フ
沈
没
物
件

引
揚
数

紙
幅
の
関
係
上
、
一
つ
一
つ
の
事
業
内
容

を
紹
介
で
き
な
い
が
、
河
川
や
港
湾
に
関
連

し
た
物
資
の
輸
送
業
務
が
多
い
。
こ
の
「
記

録
を
『
東
京
震
災
録
』
や
『
関
東
大
震
災
政

府
陸
海
軍
関
係
史
料
』
な
ど
の
関
連
資
料
と

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
震
災
時
の
東
京
市

河
港
課
の
活
動
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
同
資
料
の
全
文
に
つ
い
て

は
今
後
刊
行
予
定
の
紀
要
で
紹
介
し
た
い
。

関
東
大
震
災
の
実
像
を
知
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
震
災
時
の
横
浜
市
役
所
の
応
急
対
応

を
相
対
化
す
る
た
め
に
も
、
東
京
市
や
横

須
賀
市
な
ど
他
の
自
治
体
の
活
動
に
も
目
を

配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】
鈴
木
淳
『
関
東
大
震
災
―
消
防
・
医

療
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
検
証
す
る
』（
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
四
年
）
／
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門

調
査
会
編
『
一
九
二
三　

関
東
大
震
災
報
告
書
』（
内

閣
府
中
央
防
災
会
議
、
二
〇
〇
九
年
）（

吉
田
律
人
）

大西一郎市長（最前列右側）と有吉忠一前市長（最前列中央）
横浜小学校文庫　横浜市史資料室所蔵

祝辞を述べる有吉忠一前市長（横浜商工会議所会頭）
横浜小学校文庫　横浜市史資料室所蔵

資
料
紹
介

「
震
火
災
の
一
週
年
を
迎
か
ひ
て
」
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